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平成２４年度第８回国立大学法人宮崎大学役員会議事要旨

日 時 平成２４年１０月３１日（水）１５：００～１６：００

場 所 宮崎大学事務局大会議室（事務局棟４階）

委 員 菅沼学長、原田理事、岩本理事、池ノ上理事、松ヶ迫理事、日野理事

オブザーバ 菊地副学長、村岡副学長、堀井副学長、丸山副学長、高山監事、肥田木監事

列席者 園邊企画総務部長、中村財務部長、森山施設環境部長、徳丸学生支援部長

瀬戸山研究国際部長、上村情報図書部長、羽生医学部事務部長

原総務課長、龍元秘書広報課長、中原企画評価課長、道鬼人事課長

比江島財務課長、三好研究推進課長、宮崎教育文化学部事務課長

福留農学部事務課長、中竹工学部総務係長 外

議事要旨の確認

【資料１】により、平成２４年度第６回及び第７回役員会の議事要旨（案）の確認

があり、原案どおり承認された。

議 事

１．農学部研究科の改組について

原田理事から、【資料２】により、平成２６年４月に予定している農学研究科改組
計画案について説明があり、審議の結果、今後、文部科学省に相談しながら進めてい
くことが承認された。

２．訴訟について
松ケ迫理事から、【席上配布資料】により、本学元非常勤職員による不正経理に関

する損害賠償請求事件の和解案について説明があり、審議の結果、原案どおり承認さ
れた。

報告事項

１．国立大学のミッションの再定義について

学長から、【資料３】により、国立大学のミッションの再定義について、先行実施

対象である教員養成分野、医学分野、工学分野について、全国的又は政策的な観点か

らの強み、全学的な観点から重視する特色や社会的役割に関する資料を提出した旨の

報告があった。

なお、ミッションの再定義に当たって、学長と文部科学省高等教育局長及び高等教

育企画課企画官との意見交換会が１１月１５日に行われる旨の説明があった。

２．緊急事態の発生について

松ケ迫理事から、１０月２３日（火）及び１０月３０日（火）に木花キャンパスに

おいて爆破予告の緊急事態が発生した旨の報告があり、今後の対応等について説明が

あった。

３．国家公務員の退職手当の支給水準引下げ等について

企画総務部長から、【資料４】により、平成２４年８月に閣議決定された国家公務

員の退職手当の支給水準引下げ等について説明があった。このことについて、本学に

おいて今後予測される対応として、先般の国家公務員の給与改定及び臨時特例に関す

る給与減額支給措置と同様な要請が求められる可能性がある旨の説明があった。
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４．安否確認システムの導入について

企画総務部長から、【資料５】により、安否確認システムの仕様及び運用スケジュ
ール等の説明があった。

５．「研究論文に着目した日本の大学ベンチマーキング」講演会について

原田理事から、「研究論文に着目した日本の大学ベンチマーキング」講演会を１２

月２５日（火）に開催する旨の案内があった。

６．「宮大の日」について

原田理事から、１０月１４日（日）に「宮大の日」が宮崎市清武町文化会館等で開

催され、延べ８００名の来場者があった旨の報告があった。

７．第６回教育研究評議会について

学長から、本日開催された第６回教育研究評議会の主な議事の概要等について報告

があった。

８．その他

○平成２３事業年度財務レポートについて

財務部長から、【資料６】により、財務諸表を易しく、かつ解りやすく解説した「財

務レポート」を作成した旨の報告があった。

次回の役員会について

学長から、次回の役員会（戦略会議）は、１１月８日（木）１３時から、また、定

例役員会は、１１月２２日（木）１５時からの開催予定である旨併せて報告があった。


